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　めざす成果６－２－１　市街地の整備が計画的に進んでいる

　１．指標①　土地区画整理事業などによる市街地整備の割合

　２．指標②　プロムナードにおける１日あたりの通行者数

＜成果を計る指標＞
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［％］
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　３．土地区画整理事業一覧

＜参考データ＞

番号 地区名
公告年月日

（組合設立認可）
施行地区面積
（ヘクタール）

換地処分
公告年月日

施行者

1 大和都市計画事業（旧軍） 昭和23年12月23日 ６１９．６ 昭和35年 3月25日 神奈川県

2 北部第一 昭和40年 7月 6日 １１２．５ 昭和45年 1月31日 組合

3 鹿島 昭和42年 2月21日 ７．２ 昭和43年11月 5日 組合

4 南部第一 昭和43年10月 4日 ２０．７ 昭和47年 3月14日 組合

5 久田 昭和44年11月10日 １５．５ 昭和47年 8月29日 組合

6 下草柳 昭和46年 6月11日 ３３．１ 昭和49年11月22日 組合

7 南部第二 昭和47年 6月30日 １１６．１ 昭和59年 3月19日 組合

8 南部第三 昭和48年 6月 1日 ４１．３ 昭和53年 2月21日 組合

9 宮久保 昭和54年12月25日 ７．２ 昭和56年 7月 7日 組合

10 渋谷（北部地区） 昭和55年 6月10日 ２３．４ 平成 6年 9月30日 大和市

11 渋谷（南部地区） 平成 5年12月 1日 ４２ 平成30年 6月29日 大和市

12 神明若宮 平成 6年10月14日 ３．４ 平成11年 3月23日 組合

13 下鶴間高木 平成16年 6月11日 ４．９ 平成20年 8月26日 組合

14 下鶴間山谷北 平成19年 3月29日 １．６ 平成21年 4月16日 個人

15 下鶴間松の久保 平成21年 1月19日 ４．９ 平成23年 7月29日 組合

16 下福田 平成28年 5月23日 ３．９ 令和元年12月24日 組合

17 下鶴間山谷南 平成29年 2月15日 ３．９ 令和元年10月25日 組合
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　４．予算額の推移（めざす成果６－２－１に位置づけている事業のみ）

1,138,518 

42,286 24,193 13,712 

県費

4,613 

事業費

1,138,518 

事業費

42,286 
事業費

28,806 
事業費

13,712 
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［千円］
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　めざす成果６－２－２　良好なまち並みが形成されている

　１．指標①　大和市は、良好なまち並みが形成されていると思う市民の割合

＜成果を計る指標＞

　２．指標②　地区計画、建築協定、地区街づくり協定などルール化された面積（累計）

46.7%

54.5%

中間目標

50.5%

最終目標

52.5%
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［％］

125.4ha
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中間目標
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　４．中央林間駅周辺のまちづくりに係る鉄道事業者との協議・調整回数

＜参考データ＞

　３．大和市は、良好な街並みが形成されていると思う市民の割合（居住地域別）　※令和３年市民意識調査より
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15 回 15 回
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［回］
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　６．予算額の推移（めざす成果６－２－２に位置づけている事業のみ）

　５．簡易除却活動の協力員数・活動回数

54,649 

225,087 

17,697 

170,161 
国庫

18,635 

国庫

4,140 

国庫

3,116 

国庫

788 107,800 

264,700 

77,064 

91,079 

83,428 

74,309 

事業費

258,148 

事業費
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事業費
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事業費

245,258 
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［千円］
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　めざす成果６－２－３　道路や公園を快適に利用している

　１．指標①　都市計画道路の整備率

　２．指標②　市民１人あたりの都市公園面積

＜成果を計る指標＞

　３．指標③　市街化区域内の都市公園面積

64.1%
64.4%

64.8%
65.1%

中間目標

66.8%

最終目標

66.8%
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68

計画当初 R1 R2 R3 R4 R5

［％］

3.19㎡ 3.25㎡
3.42㎡ 3.39㎡

中間目標

3.31㎡

最終目標

4.00㎡

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

計画当初 R1 R2 R3 R4 R5

［㎡］

49.3ha

50.9ha
51.3ha 51.4ha

中間目標

51.0ha

最終目標

51.4ha

44

46

48

50
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56
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計画当初 R1 R2 R3 R4 R5

［ha］
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項　目

　４．道路施設補修件数

※軽微なものや応急対応は直営で実施し、直営で対応できないものは業者に発注します。

　５．都市計画道路の整備（福田相模原線（南林間地区）道路改良事業

事業期間

概　要
歩行者の安全確保、交通の円滑
化、地域防災の向上

約８３０メートル
現況幅員：７．２８メートル

南林間１丁目～５丁目及び８丁目

１６．０メートル（車道９．０メート
ル、両側歩道３．５メートル）

平成２０年度～
令和１３年度（予定）

＜参考データ＞

整備目的

整備延長

事業箇所

計画幅員

1,524 件
1,391 件

1,142 件

1,463 件 1,411 件

131 件 101 件 109 件 117 件 114 件

0

500

1,000

1,500

2,000

H29 H30 R1 R2 R3

直営 直営以外［件］

南林間駅

聖セシリア

小学校

事業箇所
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項　目

　７．神奈川県内各市の市民一人あたりの都市公園面積（平成３１年３月３１日時点）　※神奈川県資料より作成

　６．都市計画道路の整備（福田相模原線（上草柳地区）歩道整備事業

概　要

整備目的
歩行者の安全確保、交通の円滑
化、地域防災の向上

事業期間
平成２６年度～
令和７年度（予定）

整備延長
約４９０メートル
現況幅員：８．０メートル

事業箇所 上草柳５丁目～８丁目

計画幅員
１６．０メートル（車道９．０メート
ル、両側歩道３．５メートル）

15.86 

13.71 

8.75 8.74 8.11 
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3.84 3.82 3.36 3.20 

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

逗
子
市

横
須
賀
市

三
浦
市

鎌
倉
市

厚
木
市

綾
瀬
市

秦
野
市

平
塚
市

座
間
市

横
浜
市

南
足
柄
市

藤
沢
市

小
田
原
市

相
模
原
市

海
老
名
市

伊
勢
原
市

川
崎
市

茅
ヶ
崎
市

大
和
市

［㎡／人］

東名高速

国道

２４６号線
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　８．予算額の推移（めざす成果６－２－３に位置づけている事業のみ）

1,001,721 993,571 886,183 1,007,296 

144,700 

281,026 372,388 

683,325 
県費

6,300 

県費

20,772 
県費

13,969 

県費

18,612 
931,300 

1,103,700 
901,400 

1,013,100 
その他

23,818 

その他

29,279 その他

22,578 

その他

60,192 事業費

2,107,839 

事業費

2,428,348 事業費

2,196,518 

事業費

2,782,525 

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000
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3,000,000

H31 R2 R3 R4

一般財源 国庫 県費 市債 その他

［千円］
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　めざす成果６－３－１　地域交通の利便性が確保されている

　１．指標①　大和市は、公共交通機関を手軽に利用できると思う市民の割合

＜成果を計る指標＞

　２．指標②　コミュニティバスの利用者数

76.1%

81.1%

中間目標

79.0%

最終目標

80.0%
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計画当初 R1 R2 R3 R4 R5

［％］
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＜参考データ＞

　３．コミュニティバスルート
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　５．予算額の推移（めざす成果６－３－１に位置づけている事業のみ）

　４．コミュニティバスの利用者数（内訳）

384,616人 388,292人

366,194人

276,460人

309,034人

316,465人
329,559人 338,368人

239,211人

270,937人
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350,000

400,000

450,000

H29 H30 R1 R2 R3

のろっと やまとんGO［人］

425,877 413,597 411,022 374,149 

国庫

4,931 
国庫

4,300 

県費

4,931 
県費

4,300 

その他

1,404 

その他

1,506 

その他

1,632 96,932 

事業費

427,281 

事業費

424,965 
事業費

421,254 

事業費

471,081 

0

50,000

100,000

150,000

200,000
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500,000

H31 R2 R3 R4

一般財源 国庫 県費 その他

［千円］
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　めざす成果６－３－２　自転車を安全で快適に利用している

　１．指標①　自転車の適正通行率

　２．指標②　撤去が必要となる違法駐輪の台数　　※各駅周辺の自転車等放置禁止区域内における台数

＜成果を計る指標＞

48.4%
50.9%

58.1%

64.6%

中間目標

51.4%

最終目標

53.4%
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［％］

1747台
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中間目標

1320台
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1000台
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250

500
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1,000
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2,000

計画当初 R1 R2 R3 R4 R5

［台］
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◆自転車通行帯（自転車レーン・ナビマーク）

◆自転車マナーアップ対策
　・自転車利用者のマナー向上を図るため、歩道上に自転車の歩道通行を抑制する路面シート等を設置してるもの。

◆歩行者と自転車を分離した自転車通行空間（大和歩行者専用道２号線）

　３．自転車通行空間の整備

＜参考データ＞
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◆整備状況図

16



◆TSマーク取得助成
　TSマークとは、道路交通法に定められた大きさ、構造、性能等の基準に適合した安全な普通自転車であることの
　しるしです。大和市では取得費用（整備点検時には2,000円（部品交換費用は別途）、新車購入時には1,000円）
　のうち1,000円（新車購入時は500円）を差し引いた金額でTSマークを取得することが可能となっています。
　　※TSマークを取得すると、自転車に保険が付帯されます。

◆幼児・児童用ヘルメット購入助成
　13歳未満の幼児・児童が使用するヘルメット（SGマーク付きの新品）の購入費（上限2,000円）を助成しています。

　６．自転車事故の推移

　５．TSマーク取得助成、幼児・児童用ヘルメット購入助成の実施状況

　４．自転車安全利用講習会等の実施状況

※書面開催を含みます。
※自転車教室は、自転車安全利用講習会以外の全ての自転車についての
　交通安全教室（小中学校や自治会等で開催）の件数となります。
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　８．予算額の推移（めざす成果６－３－２に位置づけている事業のみ）

　７．放置自転車の移動台数　　※市内全体の台数

1,989台

1,605台

1,032台

488台 440台

0
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2,000
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H29 H30 R1 R2 R3

［台］

50,020 
45,603 46,169 45,088 

10,000 

11,400 

6,700 

26,700 
9,758 

5,504 

4,207 

3,661 事業費

71,178 

事業費

57,807 事業費

50,376 

事業費

85,449 
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［千円］
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　めざす成果５－２－１　犯罪の不安を感じることなく暮らしている

　１．指標①　以前に比べて、大和市の治安は良くなったと思う市民の割合

　２．指標②　年間犯罪認知（発生）件数

＜成果を計る指標＞

　３．指標③　安全安心サポーター活動登録者数（累計）

55.8%
58.9%

中間目標

59.0%

最終目標

60.0%

52
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58

60

62

計画当初 R1 R2 R3 R4 R5

［％］

1,990 件

1,541 件

1,171 件
1,051 件

中間目標

1,690 件
最終目標

1,540 件

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

計画当初 R1 R2 R3 R4 R5

［件］

201人

262人

296人 300人

中間目標

267人

最終目標

300人

140

190

240

290

340

計画当初 R1 R2 R3 R4 R5

［人］
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＜参考データ＞

　４．指標④　市域面積（ｋ㎡）あたりの防犯灯設置数（累計）

　５．神奈川県内各市の犯罪認知件数　令和３年（人口１，０００人あたり）

※神奈川県警察 犯罪統計資料及び神奈川県人口統計調査（月報）より算出

449.6灯
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［灯］
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１
２
３
４
５
６
７
８

　８．防犯灯の総数（各年度末時点）及び新設・交換・撤去した数

中央林間西自治会

　６．大和市の犯罪認知件数内訳

※大和警察署提供データ（暫定値）を基に作成

　７．青色防犯パトロール

○自治体や自治会などが青色回転灯を装備した車両によりパトロールを実施します。
○車両による広範囲の防犯パトロールが可能であり、青色回転灯が遠くからも目立つことから
　犯罪の抑止効果が非常に高いと言われています。

下鶴間連合自治会
中央林間内山自治会
南林間西南自治会
上草柳東地区連合自治会
相模大塚北自治会

合計 １３台

　　　◆青色防犯パトロールを行っている市内自治会 　※青色防犯パトロールカー

１台
１台
５台
１台
１台

自治会名 登録台数
１台
１台
２台

公所自治会
つきみ野自治会

6 12 9 12 6 
117 72 71 73 76

1,442 
1,242 1,182 

873 765 

162

155 74

79
97

12

20
27

14
9

251

163 178

120
98

総数

1,990 
総数

1,664 総数

1,541 

総数

1,171 総数

1,051 

0
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1,200
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凶悪犯（殺人、強盗、放火等） 粗暴犯（暴行、傷害、脅迫等） 窃盗犯

知能犯（詐欺、横領、偽造等） 風俗犯（賭博、わいせつ） その他［件］

12,179 12,776 13,109 13,294 13,377 

631 597 333 185 83 
0

5,000

10,000

15,000

H29 H30 R1 R2 R3

総数 新設・撤去・交換［灯］
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　９．維持管理している街頭防犯カメラ台数

　１０．予算額の推移（めざす成果５－２－１に位置づけている事業のみ）

157,727 

217,969 

94,443 94,757 

25,100 

19,700 

2,200 4,200 

事業費

182,827 

事業費

237,669 

事業費
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0
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資料３－２

　めざす成果５－２－２　交通事故の不安を感じることなく暮らしている

　１．指標①　交通人身事故発生件数

　２．指標②　交通安全教室等参加者数（イベントを除く）

＜成果を計る指標＞

　３．指標③　シルバードライブチェック実施者数（累計）
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824件
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716件
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資料３－２

＜参考データ＞

　４．交通安全施設（カーブミラー、道路照明灯等）の整備箇所数

　５．福田相模原線（上草柳地区）における歩道の整備延長

　６．市内歩道の改良延長

○マウントアップ（歩道面が道路面より高く、縁石と同じ高さの構造）の歩道を段差の小さい歩道とする等の
　改良を実施した延長を表します。

※令和3年度は財政状況を鑑み、実施しませんでした。
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資料３－２

　８．予算額の推移（めざす成果５－２－２に位置づけている事業のみ）

　７．神奈川県内各市の交通人身事故件数　令和３年（人口１，０００人あたり）

93,438 
113,742 

89,862 108,951 
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資料３－２

　３．消費生活相談件数

　めざす成果５－２－３　安心して消費生活を送っている

　１．指標①　消費生活相談の苦情件数のうち完結済みの割合

　２．指標②　消費生活センターの存在や役割について知っている市民の割合

＜参考データ＞

＜成果を計る指標＞

98.8%
98.6%
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資料３－２

　５．予算額の推移（めざす成果５－２－３に位置づけている事業のみ）

　４．市民相談件数

35,588 

44,644 45,156 45,168 

0 

17 
18 

18 事業費
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事業費
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事業費

45,174 

事業費

45,186 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

H31 R2 R3 R4

一般財源 県費

［千円］

5,770 5,679 
4,597 4,420 3,916 

536 497 
374 

318 

308 

49 46

35
23

13

374
419

355
255

302

総数

6,729 
総数

6,641 
総数

5,361 
総数

5,016 
総数

4,539 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

H29 H30 R1 R2 R3

市民一般相談・女性相談 法律相談 法律専門家に引き継ぐ多重債務相談 その他の専門相談
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　めざす成果５－２－４　十分な消防力が整っている

　１．指標①　火災発生率（人口１万人あたりの火災発生件数）

　２．指標②　救命講習受講者資格取得者数（累計）

＜成果を計る指標＞

　３．指標③　救急車の医療機関到着までの所要時間

2.16件
1.93件

1.6件
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＜参考データ＞

　４．少年消防団の入団者数

　５．少年消防団の訓練参加人員（延べ人数）

　６．住宅防火訪問診断件数
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　９．救命講習会の参加者数

○消防庁の「応急手当の普及啓発活動の推進に関する実施要綱」において、市町村の消防機関の行う
　住民に対する応急手当の普及啓発活動のひとつに普及講習が定められており、その講習の種類として、
　普通救命講習と上級救命講習があります。

　・普通救命講習　：　心肺蘇生法及び大出血時の止血法について学びます。
　・上級救命講習　：　心肺蘇生法、大出血時の止血法、傷病者管理法、手当の要領及び搬送法について学びます。

　８．住宅用火災警報器の広報実施回数

　７．防火講話（住宅防火対策に係る講話）の実施回数
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※システムの表示画面 ※ドローン

　１１．防火対象物への査察実施件数

　１２．ドローンを利用した遠隔情報共有システム

◆遠隔情報共有システム
　複数台のドローンやスマートフォンで撮影した画像情報を、デジタル地図上へリアルタイムに投影します。
　撮影した画像はクラウド上に集約され、最大６台の端末で、最大１０台分のドローンの画像を同時に閲覧できます。
　システムの機材構成はドローン１３台、スマートフォン３４台、タブレット６台です。

　１０．応急手当普及員講習会の参加者数

○応急手当普及員及び応急手当普及員講習についても、消防庁の「応急手当の普及啓発活動の推進に
　関する実施要綱」において定められています。

27人
33人

66人

0人 0人

0

20

40

60

80

H29 H30 R1 R2 R3

［人］

1,228件

278件

664件

169件
324件

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

H29 H30 R1 R2 R3

［件］

ドローンからの映像

スマホからの映像

スマホの位置

ドローンの飛行軌跡
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　１３．１１９番受信件数

　１４．予算額の推移（めざす成果５－２－４に位置づけている事業のみ）
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資料３－２

　めざす成果５－３－１　航空機による被害のない生活を送っている

　１．指標①　時間帯補正等価騒音レベル（Ｌｄｅｎ）

＜成果を計る指標＞

　２．国・米軍への要請等実施回数

　３．航空機騒音等に係る苦情受付件数

※平成30年3月に岩国基地への空母艦載機の移駐が完了しました。
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＜中間目標(R3)・最終目標(R5)＞

逓減させるように取り組みます。
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資料３－２

　６．予算額の推移（めざす成果５－３－１に位置づけている事業のみ）

　４．騒音測定回数（滑走路の北 約１km地点における測定）

※航空機騒音の測定においては70デジベル以上、5秒以上の継続音等を測定条件としています。
※滑走路からおよそ北2km、3km、東800m、南500mの地点においても測定しています。

　５．以前に比べて、航空機による騒音の被害が減ったと思う市民の割合（市民意識調査より）
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